
令和５年１２月１３日 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称…グループホーム敬愛苑 

サービス種類…認知症対応型共同生活介護 

会議開催日…令和５年１１月２８日 

開催場所…ボートピア松江ビル３Ｆ会議室 

出席者 

事業所 ３人 利用者 ０人 

利用者家族 ２人 地域代表者 3 人 

松江市職員 １人 包括支援センター ０人 

知見を有する者 ０人 その他(防災センター) ０人 

会議次第 

１．挨拶 

・西浦常務取締役より挨拶。今年度第四回目となる運営推進会議へ参加いただいたこと

への感謝と、本日は年二回行っている避難訓練の実施日でもあるため、推進員の参加、

見学を呼びかけた。 

 避難訓練があるため、本日の会議は 20 分程度で終了予定である旨を報告。 

２．出席者自己紹介 

３．議事概要 

（１）現在のサービス提供状況の説明 

（２）行事報告・日々の活動報告 

    行事  ９月 敬老会 

           湖南中学生職場体験 

           第一中学生職場体験 

           誕生会 

       １０月 鼕行列 

           抹茶の日 

           第四中学生職場見学 

           誕生会 

    研修 （社内）高齢者住まい看取り研修会 

       （社外）BCP を機能させるには～参集率は必ず下がる「全職員の関与･ 

           協力」そして覚悟と使命～ 

（３）意見交換後、避難訓練へ 

意見交換 

地域 A  報告書の写真をみせてもらい、季節に合った取り組みや、地域の行事に参

加されている様子が見て取られて、良いと感じた。これからも取り組んでい

ってもらいたい。 

敬愛苑 利用者様にも楽しかった、と喜びの声をいただけてよかった。 



松江市 事故やヒヤリハットについて聞きたい。どのようなものがあったか。他施

設において、事故の報告がされていないことが多々あり、問題になっている。 

敬愛苑 報告させていただいた事故については、誤嚥、窒息、転倒があった。誤嚥

による窒息がおきた利用者様がおられたが、素早く救急通報を行い、連絡を

取り合いながら、吸引器なども利用し対応した。退院後、苑復帰に繋げるこ

とができた。事故の後、会議研修にて、吸引器の利用方法の再確認、緊急時

マニュアルの確認等の取り組みを行った。 

地域 A AED の使い方などは定期的に行った方がいい。 

敬愛苑 年に二度の AED 使用訓練と心肺蘇生法の訓練を、訓練器具を借りて実施し

ている。これからも続けていく。 

最近も話題になったが、窒息後に利用者が亡くなり、裁判の後、有罪判決

となった事例報告がある。職員の見守り不足と判断されたものだが、松江市

としてはどのような対策を講ずるべきと考えるか。 

松江市        松江市では現段階ではそのようなケースに発展した例はないが、何より大

切なのは普段から記録に残しておくこと。訓練や研修なども全て記録に残し

ておかないと実施したとは判断されない。事故などが起きた場合も迅速な市

への報告を行ってほしい。 

家族 A  家族としては、記録だけ突き付けられても気持ちのやり場がなくなってし

まう。やはり、普段から苑と家族がコミュニケーションをうまく取り合って

いることが望ましいと思う。過去に私の母も誤嚥事故があったが、苑は素早

く対応してくれ、事故後にもしっかり説明を受けたので安心できた。 

地域 B  誤嚥性肺炎は怖いものだと思った。最近、元気だった知人があっという間

に誤嚥性肺炎を繰り返し亡くなられた。職員の皆さまも、改めて誤嚥性肺炎

についての認識を深めるような研修を行われてみるのはどうか。 

家族 B  妻の帰宅願望が強く、ご迷惑をかけている。だいたいどれくらいの利用者

が帰宅願望を訴えるのか知りたい。うちだけが訴えて迷惑をかけているので

はないかと申し訳なくなる。また、面会に何度も行くことが迷惑にならない

か心配である。 

敬愛苑  どうしても多くの方が帰りたい気持ちを持たれている。気持ちが落ち着く

までに入居後三か月程度はかかると言われている。我慢して口に出されない

方もおられるが、職員としてはすべての利用者様がそのような気持ちをもっ

ているものと配慮し、支援させていただいているつもりである。 

 面会に来ていただくことは本人様や家族様にとっても良い事だと思ってい

る。五類移行したとはいえコロナやその他の感染症対策として面会制限は続

けているが、家族様の協力も得ながら、帰宅願望をすこしでも紛らわすこと

のできる支援を行っていけることが望ましいと考えている。 

◎意見交換終了後、消防訓練を実施。利用者役として家族一名が車椅子に乗り参加。家

族一名、市職員一名、推進員二名が見学。その後、消火器使用研修にも参加していただ

く。研修終了後閉会となる。 

 



 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。 ○ 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。 ○ 

 


